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2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

中心市街地活
性化の推進

・都市再生推進法人である株式会社町田まちづくり
公社や地元商店会等とともに、原町田大通りを活
用し、休憩や飲食ができる空間の提供や、様々な
イベントを実施することで、訪れる人が憩いや賑わ
いを感じることができる、居心地の良い空間を創出
します。

①イベント実施回数

②アンケート調査による
満足度
・憩いに関するアンケー
ト：滞留空間にQRコード
を設置し、日常的に利用
する人を対象とするもの
・賑わいに関するアン
ケート：イベント開催時に
原町田大通りを訪れた人
を対象とするもの

①4回

②満足度65%
以上

○

①ゼルビアウォークラリーの拠点や
まちスト拡大版の出店スペース等と
して、はっとterraceを活用したイベ
ントを4回実施しました。イベントを
通して様々な交流機会を創出し、
新たな賑わいを醸成しました。

・日常的には、はっとｔｅｒｒａｃｅに、都
市再生推進法人である株式会社町
田まちづくり公社とともにパラソルや
椅子・テーブルを設置しました。そ
の結果、一息つける休憩スペースと
して中心市街地を訪れた多くの人
にご利用いただきました。7月中旬
から9月中旬はミストつき扇風機を
設置し、涼を感じることができるス
ペースとしました。また、地域団体と
協力した美化活動を行う等、居心
地の良い空間を創出しました。

・中心市街地の賑わい醸成に向け
た関係機関との会議である夢まち
会議において、はっとterraceの活
用等について定期的に協議を行い
ました。7月には、まちなかの人約
80名と中心市街地の今後及び原町
田大通りについて等、意見交換会
を実施しました。

②満足度調査について、調査手法
の検討を実施し、調査項目を確定
しました。

①引き続き、都市再生推
進法人である株式会社
町田まちづくり公社ととも
に、はっとｔｅｒｒａｃｅを活
用し、中心市街地のさら
なる賑わいや、まちの魅
力を醸成します。
また、夢まち会議にて関
係機関と情報を共有する
とともに、11月にまちなか
の人と中心市街地を
テーマにした意見交換
会を実施します。

②アンケート等により、満
足度調査を実施し、調査
結果を分析します。

1 -
魅力的で効果
のある情報発
信

・市内産業支援団体と共に取組む町田市産業振興
計画19‐28に掲げる4つの柱ごと56の施策につい
て、効果的な情報発信を積極的に推進します。
・対象とする顧客の目線に立って情報を精査し、効
果的な見せ方や情報発信媒体を工夫していきま
す。町田市産業振興計画における施策の円滑な
推進と進捗管理を行う「町田市産業振興計画推進
委員会」において、各施策の指標の成果に対する
情報発信の取組効果を報告します。

① 「町田市産業振興計
画推進委員会」　効果報
告
　
② 広報戦略の策定

③ 情報発信数

計画
類型

①情報発信の取り組みについて、
2024年度の結果及び2025年度の
進捗等を、8月に開催した第1回町
田市産業振興計画推進委員会に
おいて報告し、委員からは一定の
評価をいただきました。

②4月に、広報媒体や関連機関等
を整理し、広報戦略としての（仮称）
プロモーションチェックシートを策定
しました。また、このチェックシート
に基づき、各担当で活用する広報
媒体等を改良しました。

③（仮称）プロモーションチェック
シートを活用し、SNSを中心に情報
発信を行いました。投稿時期及び
内容を管理した結果、上半期の情
報発信数は合計252件となり、各月
とも前年度比110％以上となりまし
た。

①産業関連のイベントを
活用した情報発信等を
実施し、2月に開催予定
の第2回町田市産業振
興計画推進委員会にて
効果を報告します。

②より効果的な情報発信
を行えるよう（仮称）プロ
モーションチェックシート
を見直し、下半期に開催
するイベント等に関する
情報発信において、引き
続き戦略的に活用しま
す。

③年間を通して活用でき
る産業振興支援メニュー
の定期的な情報発信も
重要と考え、町田創業プ
ロジェクト等についても
情報発信します。

①年2回

②策定

③前年度比
110％

○

部課名 経済観光部産業政策課

課の使命
○町田商工会議所や町田新産業創造センター等の事業者支援機関と連携し、事業者の創業期、拡大期、承継期などの様々なステージに応じた支援を行うことで、市内産業の活性化を図ります。
○市内経済の中心である中心市街地において、都市再生推進法人をはじめ、中心市街地で活動する団体、企業と協力して一層の賑わいを創出します。
○経済観光部内の連絡調整並びに部内の事務事業の執行計画の調整及び進行管理を行います。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

①上半期は、情報発信やヒヤリハッ
ト等課の課題について、16件の提
案がありました。そのうち、係配置の
無い業務体制を活かし、ラインを超
えた複数職員がプロジェクトを組ん
だ提案が4件ありました。

②個人や少人数でチャレンジでき
る提案を中心に、15件実現できまし
た。そのうち、キャリア教育プログラ
ムの受け入れは、課として初めての
取り組みとなりました。

第22回たま工業交流展
への出展等他団体との
協議の場を活用して、組
織満足度を高める事案
の提案及び実現を各担
当の業務を超えて、課全
体で行います。

3

人
材
育
成

「チャレンジ志
向」

・町田市産業振興計画19-28では、「チャレンジす
るならTOKYOの町田から！」を掲げ、チャレンジす
る市内事業者を市内産業支援機関と共に支援して
います。
・係配置の無い当課の業務体制を活かし、職員が
市内産業支援機関との共創の視点、業務プロセス
を見直し、効率化を図るためのフレームワーク（※
「ECRS」）やヒヤリハットなど「自分満足」から「組織
満足」の視点で考えるチャレンジを推進します。
・職員の考えるチャレンジによる発想を課内定例会
議や他団体との協議の場を活用して、組織満足へ
とつないでいく場を整えます。

※「ECRS」
Eliminate: 排除する、Combine: 結合する、
Rearrange: 再配置する、Simplify: 簡素化する の頭
文字で、業務改善の4原則。

① 定例会議等への提案
数

② 提案実現数

①25件

②3 20件
※すでに達成
しており、実現
可能提案が上
記の件数見込
まれるため、
修正しました。

○
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位
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町田市がモデルのアニメ作品と音
声AR（※）を活用したイベントを企
画しました。5月に東京都への補助
金申請を行い、10月からイベントを
実施できるように準備を進めていま
す。

※音声ARとは、現実世界に仮想世
界の音が混ざり合う新感覚の音響
体験を提供する技術

音声ARを活用したイベ
ントやアニメ声優による
トークイベントを開催し、
アニメファンをはじめ、多
くの方の来訪を促しま
す。

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

町田市に来訪
するJリーグサ
ポーター向け
の魅力発信

Jリーグサポーターに向けて、町田市の魅力を伝え
るようなプロモーションを展開します。

ビジターサポーターに向
けたシティセールスの実
施回数

2回 ○

・アウェー会場にPRブースを設置
し、シティセールス活動（観光マッ
プの配布や観光案内の実施など）
を1回実施しました。
5月　JFE晴れの国スタジアム　ファ
ジアーノ岡山戦　400名来場

・ホームゲーム開催時に小田急線
町田駅にPRブースを設置し、ビジ
ターサポーター向けにシティセー
ルス活動を1回実施しました。
5月　柏レイソル戦　329名来場

ＦＣ町田ゼルビアの
ACLE等の試合に合わせ
て、町田市を訪れるビジ
ターサポーターに向けた
シティセールス活動を実
施します。

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

「町田薬師池
公園四季彩の
杜」魅力向上
の推進

・町田リス園基本計画を策定します。

・春と秋に四季彩の杜の各施設が連携したイベント
を実施します。

①基本計画の策定

②イベントの満足度

計画
類型

①町田リス園や関係部署とリニュー
アル後のゾーニング案について、
意見交換を実施しました。また、町
田リス園利用者保護者への説明会
の開催に向けた調整を行いました。

②町田薬師池公園四季彩の杜で、
4月12日から5月6日まで、エリア内
の9施設が連携した「春フェア2025
～花の便り～」を開催し、延べ17万
人の来園がありました。イベントの
満足度は97％でした。

①町田リス園利用者保
護者への説明会を実施
し、2026年3月の計画策
定を目指します。

②秋の大型イベント「秋
遊び2025」（10月11日～
11月30日）を開催し、各
施設で行うイベントの一
体的なPRを行います。

①完了

②80％以上
○

3

重
点
事
業
プ
ラ
ン

デジタルイベ
ントの実施

アニメ等の映像作品のコンテンツとデジタル技術を
活用した新たなイベントを企画し、実施します。

参加者の満足度 80％以上 ○

部課名 経済観光部観光まちづくり課

課の使命 市民にとっては地域に愛着を感じ住み続けたくなるような、来訪者にとっては何度も訪れたくなるようなまちを実現するため、観光まちづくりを推進します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

5

人
材
育
成

「チャレンジ志
向」

・最新技術や先進手法等についての研修や他自
治体の先進的な事業についての視察等に参加す
ることにより、観光まちづくり業務の知識向上を図り
ます。

研修・視察等回数 7回
○

観光分野の分析や地域の魅力発
信などの業務知識を高めるため、
中小企業庁主催の観光分野向け
システム説明会や庁内での広報研
修などに7回（研修・説明会6回、視
察1回）参加しました。あわせて、新
たな観光コンテンツの活用方法を
学ぶために展示会の視察を行いま
した。

4 -
鶴川エリアの
魅力向上

2025年1月の鶴川香山園開園を契機に、鶴川エリ
アで活動する団体や関連する団体、周辺施設等と
連携し、鶴川エリアの魅力向上を図ります。

連携団体数
15団体 ○

鶴川エリア魅力向上の取組として、
鶴川エリアの活動団体を中心に「よ
うこそ！鶴川OMOTENASHI祭り
2025秋」を10月に開催します。イベ
ント実施に向けて周辺施設とも連携
し、イベント内容等について調整を
しました。9月末時点での連携団体
は14団体となっています。

10月に「ようこそ！鶴川
OMOTENASHI祭り2025
秋」を実施します。

引き続き、研修や視察の
機会を積極的に活用し、
業務に必要な知識・能力
向上を図ります。
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・調査方針に基づき、2025年度は、
十分に活用が図られていない事業
用地のうち、アクセスしやすい道路
沿いの山林等について現況調査を
行うことに決定しました。

・調査対象地域の土地について、
保管している資料を基に、書面調
査に着手しました。

・引き続き書面調査を行
います。

・書面調査が完了した対
象地について現地調査
を行います。

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

地産地消の推
進

①町田産農産物「まち☆ベジ」をより多くの市民に
購入してもらうために、イベントや広報媒体などの
様々な手法でPRを行います。
②市内産農産物販売に関するニーズ調査の結果
をもとに、子育て世帯のライフスタイルに合った市
内産農産物の効果的な販売方法を事業者と決定
します。

①子育て世帯のうち「ま
ち☆ベジ」を購入したこと
がある人の割合
②販売事方法の決定

①75%
②決定

○

①2025年3月に発行した第3弾とな
る「まち☆ベジBOOK」を市内公共
施設や学校等の各施設に配布しま
した。好評により当初配布予定の
6,000部から追加で約3,000部の配
布依頼があり、現在約9,000部配布
済みです。

・夏野菜の流通量が増える時期に、
子育て世帯をターゲットとした「まち
☆ベジ」PRの取組として、中央図書
館と連携し「まち☆ベジ」に関する
特集コーナーを設置しました。図書
館の担当者からは、子どもが足を止
めて本を見ている姿が多く見られた
という報告を受けています。

②2024年度のニーズ調査の結果を
もとに、子育て世帯のライフスタイル
に合った市内産農産物の販売方法
について事業案の検討に着手しま
した。

①引き続き「まち☆ベジ
BOOK」の配布を行いま
す。

・秋冬野菜の流通量が増
える時期に、JA町田市の
直売所（アグリハウス）や
子ども向け施設と連携
し、「まち☆ベジ」PRイベ
ントを実施します。

②子育て世帯のライフス
タイルに合った市内産農
産物の販売方法につい
て、事業者と調整を進め
決定します。

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

拠点施設整備
に関する里山
資源の調査

里山環境の再生や、木材・竹材など里山資源の活
用促進を目的として、「小山田エリアにおける里山
環境再生・活用拠点施設」整備候補地の沿道周辺
にある森林を対象に、活用可能な木材資源の樹種
や量などの調査を実施します。

里山資源調査の実施

計画
類型

・上小山田町と下小山田町の市有
山林における樹木の種類及び量を
算出することを目的とした調査の場
所を、4か所決定しました。

・1か所目の現地調査に着手しまし
た。

・引き続き現地調査を実
施します。

・調査結果を基に、2024
年度のサウンディング調
査の対象だった事業者
と、再度、拠点施設の整
備に向けた意見交換を
行います。

完了 ○

3

事
務
事
業
見
直
し

その他の集約
化・効率化（市
有財産の活用
手法の検討）

里山環境活用保全事業用地のうち、十分に活用が
図られていない山林等について、企業や団体が里
山の再生・活用の取り組みに参画しやすいよう、事
業用地の地形、植生、周辺環境などの調査を行い
ます（調査1年目の2025年度は調査対象の30.5ha
のうち1/4にあたる7.6ha）。

十分に活用が図られて
いない山林の現況調査
実施面積

7.6ha ○

部課名 経済観光部農業振興課

課の使命
○「市民と農をつなぐ」魅力ある町田の農業を実現します。
○「住む人も　訪れる人も　居心地のよい　まちだの里山」を実現するため、多様な主体との連携・協働により里山環境を活用し、町田ならではの「新しい里山づくり」を推進します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
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進
捗
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況
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計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

4

人
材
育
成

職員能力向上
のための研修
の実施

現場研修などを実施することで、組織内のチーム
ワーク力向上と職員の技術・知識向上を図ります。

研修実施 2科目 ○

・里山環境保全活動に関する知識
向上と竹林整備技術の向上を図る
ため、5～6月にかけて、小野路・小
山田エリアで市有地管理現場研修
を行いました。係長以下の職員16
人中13人が参加しました。

・農地の現状把握や肥培管理に関
する知識の向上を図るため、7月
に、農業委員が行う市街化調整区
域の農地パトロールに随行する農
地確認現場研修を実施しました。
係長以下の職員16人中14人が参
加しました。

・他の職員の業務の体験を通じて、
職員同士のコミュニケーションを深
めることに効果がありました。

・引き続き、市有地管理
現場研修及び農地確認
現場研修を行います。


